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金沢大学において毎年１回施行している学生の定期健康診断検査のうち、尿検査所見の成績から、

一定の集団を対象とした集団検尿についての問題点を検討した。対象は昭和62年度に本学に在学中

の学生7,113名（男5,443、女1,670名）である。検尿は随時尿について行い、試験紙法で蛋白、潜血

反応（士）以上を陽'|生と診断し、更に第二次、第三次検尿、必要な例では弩生検を施行した。

成績：昭和62年度の受診率は77.2％で、例年とほぼ同様であった。本学入学時に既に弩疾患を指摘され

ている者は13名で、これらを含めて初年度の尿蛋白、潜血反応陽性者は89名（１．３％）であったが、

次年度以降の成績をみろと、初年度陰性群の中からもかなりの数の陽性者が出現し、学年を経るに

したがい陽'性者が増加した。弩生検施行例では19Ａ腎症が最も多数を占めた。

糸球体腎炎の好発年齢に属する大学生においては、前年度の成績にかかわらず毎年１回の検尿が

不可欠である。
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